
会 議 記 録 

高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり 

会議記録を公表します。 

会 議 名 令和６年度 高松市医療安全推進会議 

開催日時 令和６年８月２２日（木） １４時００分～１５時００分 

開催場所 高松市保健所 ３階 教育研究室 

議 題 

 

（１）高松市医療安全支援センターの実績報告について 

（２）令和５年度の医療相談事例について 

公開の区分 ■ 公開 □ 一部公開 □ 非公開 

公開しない理由  － 

出席委員 

 

伊藤委員、岡本委員、河野委員、木村委員、真田委員、鳥山委員、

中山委員、春田委員、松原委員、宮﨑委員、元木委員（１１人） 

傍 聴 者 ０人 （定員 ３人） 

担当課及び連絡先 保健医療政策課 ８３９－２８６０ 

 

 

会議経過及び会議結果 

【開会】 

挨拶、委員紹介の後、会長に伊藤委員が、副会長に真田委員が選出され、次の議題につ 

いて協議した。 

 

（１）医療安全支援センターの実績報告について 

事務局から説明後、委員から質疑があり、事務局が回答した。 

（委員） 件数は延べ件数か。何回も相談する人が何人ぐらいいるか。 

（事務局）延べ件数となっている。同案件で何回か相談する方が３～４人ほどいる。 

（委員） 年間件数からいうと一日１件程度ということか。 

（事務局）曜日や時間帯によっては重なってしまうことも ある。同時に３名が相談を受

けることもある。 

（委員） その他の医療機関への紹介というのは、どういう基準でどの医療機関を紹介し

ているのか。  

（事務局）特定の医療機関を紹介しているわけではなく、医療情報ネットナビイを紹介

し、相談者の条件に合う医療機関を検索するよう案内している。 

（委員） 参考でよいが、相談内容の対応時間の平均値、かなり長時間などの例があれば

分かりやすいと思うが。 

（事務局）前回まで相談時間の実績を掲載していたが、相談時間と相談内容の相関が不明

なため載せていない。相談時間は、長いものであれば数時間かかっているもの

もある。令和４年度実績では、対応時間の平均は１８．９分、対応時間が１時

間以上のものは１０件あるが、一番割合として多いのは１０～１５分である。 

（委員） 相談員の資質向上のための研修は、苦情相談についてが主なのか。医療的知識



についてはしていないのか。 

（事務局）医療安全支援センター初任者研修では、相談の受け方が主であり、医療の深い

知識については講義内容に含まれていなかった。一方で、医療費に関する相談

に対応できるよう、診療報酬についての専門的な講義を受けた。 

また、センター内において、これまでの相談内容をマニュアル化しているが、

医療の知識よりは相談の受け方に重点を置いている。 

（委員） 医療相談というより、苦情相談に近いということか。医療の知識がないのでは

答えられないのではないか。 

（事務局）医療安全支援センターは、中立的な立場を求められており、医療行為について

ジャッジはできない。 

（委員） ジャッジしろといっているわけではないが、相談者の聞いたままを報告してい

るということか。 

（事務局）医療相談支援センターでは、相談者の主張をそのまま受け止めることで信頼関

係を構築している。また、相談者の要望があれば、その主張を医療機関に伝え

るという役割も果たしている。 

（委員） 法テラスには、医療相談の関係でどれくらいの方が紹介されているのか。 

（委員） 法テラスの方では、行政から法テラスを紹介され、相談に至った件数は把握し

ていない。現状として、香川県弁護士会内でも医療を専門としている方はごく

少数であり、法テラスや弁護士会に来られたとしても、特定の弁護士への紹介

は難しいかと思われる。 

 

（２）相談事例の検討について 

各事例について事務局から説明後、委員から情報提供や意見交換がなされた。 

＜事例１＞カルテ開示の義務について 

（委員） 結論から話すと、センターの対応は正しいと思う。カルテ開示に応じる義務が

ある。ただし、今すぐ見せろと言われても、時間を要するので難しい。例えば

東京の大きな大学病院だと３～４週間ぐらいかかるところもある。また、開示

に関する費用がかかることを知っておく必要がある。 

医療機関側からすると、一生懸命に診療を行っていたと思うので、あまりいい

気持ちがするものではないが、それでも応じる義務がある。  

（委員） この対応で問題ない。原則応じる義務がある。訴訟等になった場合においても

裁判所から開示くださいという形で、開示をさせることは可能である。ただ

し、主治医の医療ミスなどが何もない状況で開示を求められても、困惑する。 

もしかすると、受付職員が主治医への忖度で「今の状況では応じられない」と

回答している可能性もあるため、まずは主治医と話してみる必要がある。 

いずれにしろ、医療過誤の根拠がはっきりしないうちに強い態度に出ること

で溝を深めてしまうこともあるので、双方の努力をもって理解を深めていく

必要があるかなと思う。 

（委員） 診療報酬の審査機関には、カルテの開示について多数の相談や開示請求が来



る。相談があった場合、保険の種類の確認を行い、国民健康保険と言われた際

には、こちらで開示請求の紹介をする。 

相談者には、開示請求できる条件として、診療上支障がない場合には出せる

が、支障がある場合には断られる可能性があることを伝えている。特にがん等

の言えない事情がある場合は、出せないこともあると聞いている。 

一方、国民健康保険は、医療機関の事情により開示することができると紹介し

ている。そういった形で、できるだけトラブルがないよう案内しているが、年

間多くの開示請求の相談が来る。特に税の差し押さえなど債権に係るレセプ

トの開示については、年間凄い数になっている。 

（委員） 個人情報保護法ができてからは、医療提供側にとっては義務、患者にとっては

権利であることから、無条件で開示しなければならないというのが大原則。特

に日本医師会では一昨年、医の倫理綱領を発していることもあり、日ごろから

カルテの整理整頓をしなければならない。こういう案件は、お互いの信頼関係

に響くことがあるので、慎重なやり取りが求められる。 

  

＜事例２＞看護師の対応について 

（委員） 病院の事情は分からないが、看護師の上司にも相談しても変わらないとのこと

で主治医へ相談をしてはどうかと促す対応でよかったと思う。 

（委員） 何回も失敗する看護師は新任ではないと思うので、トレーニングする機会を与

えてあげないといけない。失敗するので人を変えてくださいと言っても、その

人はいいかもしれないが、他の人は痛い思いをすることになるので、看護師の

技量を向上させてあげることが大事である。 

（委員） 患者は透析をしているので、血管がすごく出にくかったり、枯れてしまってい

るような方ではないか。何度も失敗されて辛い思いされたと思う。主治医に相

談して対応していただくという指示で良かったと思う。 

 

＜事例３＞医療費の返還について 

（委員） センターの対応で健康保険の担当部署に相談するように助言したので、国民健

康保険連合会等に相談が来るだろう。点数や金額の問い合わせについては、一

般的な金額を伝えはするものの、具体的な内容については、実際に払われた内

容を見てから説明をしている。 

本事例において、患者が１０割負担した場合、この金額ではありえない。また、

自由診療ということで、基本的には２倍でとるところもあれば数倍とるとこ

ろもあるので、１０割負担ではこの金額ではできない。 

 

＜事例４＞廃止した医療機関のカルテについて 

（委員） 私は、最近自院を閉院したが、５年のカルテ保管期限は厳しいと感じる。部屋

の半分がカルテに埋まっているという状態である。カルテの保存をきちんと

している先生もいるだろうが、ある程度処分している先生もいるかもしれな



いと個人的に思っている。 

カルテを出してくれとお願いされても、すぐに出せるかも分からないし、どう

いった形で提供するかという問題もあると感じている。 

（委員） 医療機関の廃止日については、廃止した医療機関は四国厚生支局に届け出をし 

ているので、そこを案内することもできる。基本的に、患者は医療機関からカ

ルテを開示されることを求めると思うが、通常、患者は医療保険に入っている

はずで、その場合は、健康保険及び国民健康保険のほうで開示ができるので、

必ずしも医療機関だけではなく保険者からもアプローチできる可能性があ

る。 

（委員） カルテの保存が診療終結時から５年なので、診療開始日がその１０年も２０年

も前にある方のカルテの扱いに迷うことがある。５年が経った時点で処分す

ることについて検討が必要かもしれない。また、別途画像を見せてほしいと言

われることもあるが、こちらは３年の保存期間が決まっている。 

最近は、保管を依頼できる業者もおり、管理してくれるが費用が発生する。医

療機関も代替わりで続いていけばいいが、そうでない場合はどこの医療機関

も悩みながら対処している。 

 

＜事例５＞期限切れの薬について 

（委員） 説明のとおり、国購入品と薬価が通ってからのパッケージが違う。最初に出し

たのがパキロビットの期限が１月末で、期限が２月までの１か月。ただし、パ

キロビットパックは、国からの通知で令和４年９月２２日に１２か月から１

８か月、令和５年２月１０日に１８か月から２４か月に期限が延長されてい

る。ただし、薬局が６００ミリパックと３００ミリパックをほとんど間違える

ことはない。３００ミリパックは中程度腎障害がある人に使うので、そういう

話はこの相談の中には出ていないが、薬局の薬剤師の服薬指導をする人の知

識不足ではないかと思う。 

（委員） はじめの薬局の説明不足と思われる。自分のところでも国からの支給品のもの

を調剤したことがあるが、国からの期限が、このロットはこれからこれになり

ましたというのを患者に説明し、了解を得て渡しているので、説明不足が感じ

られる。こういった場合、薬局が判明すれば、保健所から薬局に連絡すること

はあるのか。 

（事務局）相談者の方から薬局名を教えてもらい、相談者に希望があれば伝えることはで

きるが、今回の相談では薬局名は話されず、相談者から薬局に伝える希望もな

かったので行っていない。 

（委員） 高松市生活衛生課から、違う薬局でトラブルになった患者がいるので引き受け

てくれないかといった相談や、調剤した薬について確認をしたいといった連

絡が来ることがあるので、薬局の方の状況も聞いてもらいたいと思う。 

また、各薬局は、ヒヤリハットや調剤過誤を香川県薬剤師会へ報告するよう義

務付けられており、そのルートであがってくる情報についても審査を行って



いる。 

（事務局）パキロビットバックの有効期限が延長したりなど、今回のコロナ禍では非常に

現場が混乱して、医療提供側に注意が必要とされることが多かった。期限が延

長した薬を渡されて相談者本人も非常に混乱したと思われるが、この事案は

まれな、今時の話題だったのではないかと思う。 

その他 

（特に意見は出なかった。） 

 

（会長） 以上をもって、全ての議事を終了する。 

 

【閉会】 

 

 


